
 

 

 

 



 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 

 



 



 



 



 



 



残雪期の「至仏山登山利用実態調査」記録写真 

調査日：平成 18 年 5 月 5 日 

                           （Ａ－1） 

 

マイカーがあふれるゴールデンウィークの鳩待峠 

                             （Ａ－2） 

 

鳩待峠でアンケ―ト調査をする会員 

9 



                         （Ａ－3） 

 

この辺りで積雪は約 2 メートル 

残雪期は登山者の外にスキーヤーやボーダーも多い 

 

                           （Ａ－4） 

 

スキー板もアルペンスキーの他にテレマークスキーや 

クロスカントリースキーなど様々だ 

10 

 



 

ボーダーには若者が多い。オヤマザワ田代付近にて 

 

                           （Ａ－6） 

 

雪も消えた至仏山山頂で憩う入山者 

11 



 



 



 



 



 



 



                            （Ｂ－4） 

 

左側に新しい登山道が出来、登山道は左右に広がる 

                              （Ｂ－5） 

 

登山者の踏み付けと集中豪雨により侵食が進む南面登山道 

侵食された登山道の深さは 95 センチメートルもあった 

18 



 

                               （Ｂ－7） 

 

小至仏山南斜面のお花畑を通る南面登山道 

裸地化した斜面は植生の自然回復の兆しが見えない 



 

                          （Ｂ－9） 

 
20 

 



                            （Ｂ－10） 

 

                              （Ｂ－11） 

 

至仏山頂（2228ｍ）にも沢山の登山者が見える 

21 

 



                          （Ｂ－12） 

 

荒廃する前は、岩は土で覆われその上に笹が茂っていた 

                              （Ｂ－13） 

 



 

 

 

蛇紋岩は非常に滑りやすく、特に下りでの事故が多い 

23 



                            

 

 

（Ｂ－17） 

 

裸地化した斜面に登山者の足跡が・・・・ 



 

                          （Ｂ－19） 

 

（標高 1800 メートルＤ地点の上部） 

25 

 



 
                           （Ｂ－21） 

 

Ｄ地点における荒廃状況（その 2） 

土壌の流出防止用の蛇篭と丸太枠 

26 



 

27 



 



 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


	調査-2006年-5月-至仏山「登山道利用実態調査」報�告書-2007年1月発刊.pdf
	調査-2006年-7月-1.至仏山「登山道利用実態調査」�報告書Ｐ12～23-2007年1月発刊.pdf
	調査-2006年-7月-2.至仏山「登山道利用実態調査」報告書-2007年1月発刊 -Ｐ24～最後.pdf

